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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 広報広聴会議 
会議場所  第３委員会室 

担当職員  鈴木 智 

日 時 平成２８年７月２２日（金曜日） 
開 議   午前 １１時 ００ 分 

閉 議   午前 １１時 ５２ 分 

出席委員 
◎菱田 ○奥村（広聴部会長） 

三上 小川 並河 竹田 平本   （欠席：山本（広報部会長）、冨谷） 

事務局 

出席者 
門事務局長、山内次長、船越副課長、鈴木議事調査係長、池永主任、山末主事 

 

傍聴 可 市民０名  報道関係者 ０名 議員 ０名（  ） 

会 議 の 概 要 
１１：００ 

[菱田委員長 開議]  
１ 高校生議会について 

（１）高校生議員について 

（２）質問一覧表について 

（３）高校生議会の流れについて 

（４）オリエンテーションについて 

（５）意見交換会について 

（６）決議（案）について 

（７）今後の日程について 

[奥村副委員長 説明] 

＜事務局次長＞ 

 意見交換会では議員個人の主張による発言はできないことを申し合わせていただ

くこととしている。 

＜竹田委員＞ 

 高校生議会では副議長は理事者席に座ることとしているが、通常の議会では理事者

席に座らないことをオリエンテーションの際に説明してはどうか。また、登壇の仕

方は統一的にリハーサルで説明するべきである。 

＜菱田委員長＞ 

 副議長の席についてはそのように説明する。登壇リハーサルについては奥村副委員

長とほかに２人の委員により統一的に説明していただくこととする。 

 また、高校生の送迎バスに添乗いただく委員をここで決定したい。添乗いただける

委員はここで申し出ていただきたい。 

 

[送迎バス添乗者：奥村副委員長、三上委員、小川委員、平本委員に決定] 

 

＜三上委員＞ 

 再質問は高校生からあまり出ないのではないか。再質問についてはどのように高校

生に伝わっているのか。 

＜議事調査係長＞ 

 各校の生徒には担当教諭から説明いただいているが、再質問が実際に行われるかに

ついては危惧している。リハーサルで説明する中で再質問をしやすい環境をつくり
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たい。 

＜三上委員＞ 

 高校生が自分達で感じている観点で再質問するように説明していくことが必要で

ある。 

＜菱田委員長＞ 

 オリエンテーションでも再質問の方法を十分に説明することとする。また、それま

でにも再度学校へ伝えるようにしたい。 

＜奥村副委員長＞ 

 質問した高校生議員以外の議員も発言できる工夫が必要である。 

＜三上委員＞ 

 再質問は市議会議員でも準備をして行うものであり難しいと思う。担当教諭にしっ

かりと伝えていく必要がある。 

＜事務局長＞ 

 高校側が高校生議会の質問の練習をされると聞いている。この際に議会側から説明

する機会を持つことができればと考えている。 

＜平本委員＞ 

 意見交換会で議員個人による主張は行わないとしているが、スタジアム等について

高校生議員から質問が出てきた場合には、委員長の采配で市議会議員が個人の主張

を行わないように進行していくのか。 

＜菱田委員長＞ 

 その際には委員長として整理していく。 

＜三上委員＞ 

 市議会議員の意見を述べるよりも高校生議員の感想を聴くだけで十分である。 

＜菱田委員長＞ 

 事務局から補足説明はないか。 

＜事務局長＞ 

 ７月２５日から全員協議会室の東側にある特別応接室が、８００会議室として内部

会議のみに利用されることとなる。また、定例会時にはモニターを設置し課長級の

職員が待機することとなる。 

＜三上委員＞ 

 決議案を見ていると半分以上はこれまでの経過について記載されていて、高校生が

主体となり思いを述べている内容が少ないのではないか。また、高校生は選挙の投

票率が低いから高校生議会に参加するのではない。まちづくりの主体として自分達

も行動しなければならないことや議員はしっかりと選挙により選ぶこと、また、高

校生議会で感じたこと等を参加していない友達にも伝えていくような内容を決議

に含めるとよいのではないか。 

＜菱田委員長＞ 

 決議案については事務局と学校で調整し、高校生の思いを入れるようにしているが、

三上委員の意見も踏まえて事務局と学校で調整いただきたい。 

 

２ その他 

・広報について 

・後援について 

[事務局次長 説明] 

 ・高校生議会の当日は、報道機関の撮影を議場内でも許可するかを諮っていただき
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たい。 

・高校生議会のＰＲについては、広報用紙等により行っている。 

・後援については、京都府教育委員会からは７月１日付けで承認いただいた。京都

府選挙管理委員会からは７月２６日付けで承認いただく見込みである。亀岡市選

挙管理委員会と亀岡市明るい選挙推進協議会からは７月１５日付けで承認いた

だいた。 

＜菱田委員長＞ 

 高校生議会の当日、報道機関の撮影を議場内でも許可することとする。 

―全員了― 

 

＜事務局長＞ 

 ７月３１日は「京都サンガＦ．Ｃ．ホームタウン亀岡市応援デー」であり、京都サ

ンガＦ．Ｃ．はセレッソ大阪と対戦する。応募者は現在１９０名程度であるが、追

加募集されることとなる。参加費は大人１，０００円、小・中学生、高校生は５０

０円である。申し込みがさらに増えればバスを追加して対応する予定である。議員

にも積極的に参加いただきたい。 
 

散会 １１：５２ 


